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他者の痛み評定課題後のサイモン課題遂行時の前頭前野活動

佐伯素子（聖徳大学）

キーワード：他者の痛み，サイモン課題，

問題と目的

共感には多くの脳部位が関わっている。たとえ

ば， の研究では，他者の痛みを

観察しているときも自己の主観的な痛みに関わる

帯状回皮質の活動増加がみられている。この傾向

は情動伝染が強いほど顕著であった。一方，他者

視点取得による認知的共感では，自他の区別，心

の理論や自己の主体性に関わる脳領域が活発にな

るという（ ， ）。情動伝染や情動的共感

の調節には実行機能によるトップダウン処理が有

効である（ ， ）。そこで本研究

では，前頭前野活動から情動的共感の調整と実行

機能との関連を検討するために，他者の痛み評定

課題後に安静時間を設け，その後に実行機能課題

であるサイモン課題を実施し，課題中，安静時と

サイモン課題時の前頭前野活動を比較する。

方 法

調査対象者 女子青年 名（ ： 歳）右利き

他 者 の 痛 み 評 定 課 題

より痛みを喚起する場面 枚選択。

家族内で最も親密な人を一人選んでもらい，

画像提示後（ ）に親密な他者がこのようにな

ったらどれほど痛いのか「 まったく痛くない」

から「 ．非常に痛い」までの 段階で評定（ 秒

間）。

サイモン課題 緑または赤の四角が画面の左右に

ランダムに提示され，協力者には緑の四角が現れ

たら左人差し指で キーを押し，赤の四角が提示

されたら右人差し指で キーをできるだけ早く押

すように求めた。固視点（ ； ）後に刺激提

示 。

前頭前野活動の測定 前頭部のみを測定する

（ ）からなる 製

を使用。計測部位は国際 － 法に基づき測定

プローブの中心を にし，プローブ装着。

秒， 秒としベースライン補

正を行い，その後高速フーリエ変換を用いたロー

バスフィルター（ ）によって微細な体動の

影響を除去し，血流動態分離法により脳活動信号

成分を推定。

研究倫理 研究の目的， の計測方法と安全性，

参加自由等を説明し，同意書に署名を受けた。

手続き 実験協力者は実験や 関する十分な

説明を受けた後に各課題の練習を行った。実験デ

ザインは の通りであった。

結果と考察

各課題中，安静中の 濃度変化量のグラフ

は の通りであった。他者痛み評定中に前

頭前野活動は低下しており，安静時に増加してい

る。これは不快情動刺激後の安静時の前頭前野活

動を測定した小澤ら（ ）の研究と一致してお

り，安静時の血流増加が他者痛み評定によりもた

らされた情動反応である可能性が考えられる。安

静時の右背外側前頭前野（右 ）血流増加は

右扁桃体の活動に対する抑制を反映するものと推

測された。サイモン課題中の前頭前野活動は全般

的に活性化され，特に右 と前頭極部（ ）

の血流が増加している。 を含む内側前頭前野は

ネガティブ情動反応の制御に関わり，サイモン課

題が情動的共感を調整する可能性が示唆される。

濃度の変化量は個人差も大きい。また，痛

み評定課題後のサイモン課題中の血流変化を測定

し，今回の結果と比較する必要もある。一般化す

るにはさらなる検証が必要となる。

実験課題中の 濃度変化量

pretest 他者痛み評定課題 rest
サイモン
課題

post
test

20sec 47sec 18sec 18sec 20sec

Figure2　実験デザイン
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プログラミング入門教育における学習モチベーションとその要因
―専門分野が異なる クラスの比較―

○今野紀子（東京電機大学） 土肥紳一（東京電機大学）

キーワード：学習モチベーション，プログラミング入門教育，要因

問題と目的
大学での情報基礎教育におけるプログラミング

入門教育の手法として，学習者のモチベーション
を 高 め る 教 育 シ ス テ ム

を構築し，実践
している。本システムは セメスター内での前期・
中期・後期の 回 学習者のモチベーションをモニ
タリングし 得られたデータを用いて学習者のモ
チベーションに最適化した授業展開へフィードバ
ックするものである。本研究では，工学分野の中
でも専門が異なる クラス（デザイン系，機械系，
電気電子系）の学習モチベーションを比較分析し，
モチベーションに関わる要因を検討した。

方 法
モチベーションのモニタリングで使用する

アセスメント尺度の評価項目を に示
す。前期は授業開始初期のため モチベーション評
価項目のみ 中期・後期では全評価項目をモニタリ
ングする。各評価項目は 件法で評価する。

アセスメント尺度評価項目

モチベーションの変化は 期待度と重要度の積

で算出している。今回の調査分析対象は  情報基

礎教育におけるプログラミング入門教育の受講学

生であり，有効回答人数は  デザイン系（前期

名，中期 名，後期 名），機械系（前期 名，

中期 名，後期 名），電気電子系（前期 名，

中期 名，後期 名）であった。

結果と考察
クラスの中期 アセスメント尺度評価の各

項目データについて，分散分析を行った。その結
果， クラスのモチベーション自体には有意差は
なかったが，以下の 項目については，有意な差
が認められた。

親性度（ ）

愉楽度（ ）

理解度（ ）

意義の明確度（ ）

将来への有用度（ ）

参加積極度（ ）

による多重比較を行ったところ，いず
れもデザイン系が有意に低くなっていることが判
明した。機械系と電気電子系には有意差は認めら
れなかった。 の手法により，学習者のモチベ
ーションに繋がる要因と満足度について
（ ）分析を施行した。

は各項目を偏差値化しプロットしたもの
であり，縦軸が満足度偏差値，横軸がモチベーシ
ョンとの関連性を表す関連度偏差値である。

中期 分析（デザイン系）

分析結果から，中期のデザイン系クラスでは，
学習モチベーションの向上のため，自己コントロ
ール度の改善・工夫（＝最初はできそうな課題で，
やればできるという感覚をつかませながら，馴れ
た頃にチャレンジ精神をくすぐるような課題に挑
戦させることで，学生に自らの工夫を生かした成
功体験を与えるなどが有効）が提案された。後期
では，全項目において クラスの有意差は認めら
れなかった。専門分野により学習者のモチベーシ
ョンの要因が異なることが示唆された。クラスの
モチベーションをモニタリングし，そのクラスに
最適化した授業展開へフィードバックする手法を
用いることで，専門性が異なってもそれぞれのク
ラスに合った要因を同定・工夫することでモチベ
ーションを維持，向上できるものと考えられる。
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